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万葉集1996番歌の「水左間隔照」の解釈について
竹生政資1 西 晃央2
An Interpretation of the Second Phrase of the 1996th Poem in Manyo-shu 


































































































































古事記歌謡82: 天廻む 軽の嬢子(加1JTE乃哀登売)([8J、pp，322-323) 










万葉集1996番歌の f水左l'!iJ而Hむの解釈について 119 





















































02/0230 ...天皇の神の皇子の 出でましの手火の光そ ここだ照りたる(幾許照而有)














13/3223 かむとけの 日香空の(日香天之)九月の しぐれの降れば
第二勾の f日香」の司1みについては諸説がありいまだ確定していないけれども、本論文の姉妹編において
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